
町長　町民の皆様にわかりやすく理解される説明をしていく

財政展望など町民の不安の無いように説明責任を果たせ

今
野
正
明 

議
員

一般質問一般質問一般質問

■
町
民
へ
の
説
明
の
姿
勢

　
が
大
事

今
野
　
厳
し
い
地
方
行
財
政
時

代
で
す
。
町
民
の
不
安
な
ど
を

解
消
す
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
と

り
わ
け
財
政
計
画
の
今
後
の
見

通
し
を
、
町
民
に
わ
か
り
や
す

く
、
誤
解
な
く
、
納
得
の
い
く

説
明
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

町
長
　
予
算
や
決
算
の
状
況
、

町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
財
政

状
況
な
ど
の
一
覧
表
を
、
そ
の

都
度
、
町
報
で
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
公
債
費
の
要
因
は

今
野
　�

現
在
あ
る
累
積
債
務

の
主
な
要
因
、
中
身
は
何
で
す

か
。
そ
の
債
務
残
高
は
今
後
ど

う
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、
鮎
貝

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
よ
る
影
響

は
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
公
債
費
（
借
金
返
済
）

の
要
因
は
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
鷹
山
小

学
校
や
東
中
の
大
規
模
改
修
、

ス
キ
ー
場
、
ス
カ
イ
パ
ー
ク
、

特
養
ホ
ー
ム
増
床
な
ど
で
す
。

公
債
費
残
高
は
18
年
度
末
の
一

般
会
計
で
約
１
０
４
億
円
で
す

が
、
５
年
後
に
は
74
億
円
程
度

ま
で
減
少
し
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
会
計
、
企
業
会

計
な
ど
の
他
会
計
の
借
金
残
高

は
、
83
億
円
程
で
す
が
、
こ
れ

も
５
年
後
に
は
、
74
億
円
と
な

り
、
全
体
で
21
％
強
の
減
少
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

事
業
も
見
込
ん
で
の
額
で
す
。

　
公
債
費
残
高
は
、
過
疎
債
な

ど
有
利
な
財
源
を
活
用
し
て
お

り
、
国
か
ら
交
付
税
と
し
て
約

60
％
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
40

％
が
町
の
返
済
の
必
要
額
で
す
。

■
公
平
、
公
正
な
ま
ち
づ
く
り

　
を
ど
う
と
ら
え
る

今
野
　
借
金
を
減
ら
し
て
行
く

と
の
こ
と
で
す
が
、
生
活
に
欠

か
せ
な
い
社
会
資
本
整
備
は
、

ち
ゃ
ん
と
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、

下
水
道
や
公
共
交
通
な
ど
は
、

地
域
間
で
負
担
の
格
差
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長
　
振
興
実
施
計
画
に
基
づ

き
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
公
正
・
公
平
は
行
政
の
推
進

の
基
本
で
あ
り
、
今
後
、
下
水

道
の
負
担
割
合
な
ど
、
公
平
と

な
る
よ
う
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

■
町
民
の
声
を
聞
く
機
会

　
を
設
け
よ

今
野
　
町
報
で
の
説
明
で
十
分

で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
町
民
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
の

人
が
見
て
い
る
か
。
地
域
へ
出

向
く
な
ど
、
町
民
に
配
慮
し
た

説
明
を
す
べ
き
で
す
。

　
町
民
へ
の
説
明
責
任
の
一
環

と
し
て
、
移
動
町
長
室
を
地
域

ご
と
に
、
管
理
職
と
と
も
に
出

向
い
て
実
施
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

町
長
　
移
動
町
長
室
は
、
町
民

の
要
望
に
応
じ
て
開
催
す
る
だ

け
で
な
く
、
行
政
の
方
で
主
体

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
町
民
の
ご
意
見
は
非
常
に
大

事
な
の
で
、
今
後
は
実
施
の
あ

り
方
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
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